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研究成果の概要（和文）：第一に、国際技術哲学会（Society for Philosophy and Technology）、国際科学技
術社会論学会（Society for Social Studies of Science）など、国際学会で研究成果を発表できた。特に、
「親密さ」（intimacy）という概念の重要性を明らかにしたことは研究成果の一つである。第二に、技術哲学に
関する教材を複数出版することができた。研究代表者の金光が『技術の倫理への問い：実践から理論的基盤へ』
（勁草書房）を出版したほか、人工知能、機械学習、持続可能性など、技術哲学に関連するさまざまな教科書や
研究書の出版にかかわることができた。

研究成果の概要（英文）：First, we were able to present our research results at international 
conferences such as the Society for Philosophy and Technology and Society for the Social Studies of 
Science. In particular, the importance of the concept of "intimacy" is one of the research findings.
 Second, we were able to publish several educational materials on the philosophy of technology. 
Kanemitsu published a book entitled "Questioning the Ethics of Technology: From Practice to 
Theoretical Foundations" (Keiso Shobo), and was also involved in the publication of various 
textbooks and research books related to the philosophy of technology, such as artificial 
intelligence, machine learning, and sustainability.

研究分野： 技術哲学、技術倫理

キーワード： 技術哲学　技術倫理　現象学　身体　AI　テレプレゼンス　ロボット

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
第一に、世界技術哲学会の東京開催の誘致に成功して研究大会を開催するなど、日本の技術哲学を世界に発信
し、技術哲学の国際的ネットワークをより強化することができた。また、同大会などを契機に、日本の若手研究
者が国際的な技術哲学の議論に参画することを支援することができた。第二に、身体の変容をもたらしうる技術
について、その影響を考察するためのプラットフォームを構築することができた。当初はそうした技術に関する
社会的提言を作成することを目標としていたが、人工知能の目覚ましい進歩などもあり、そうした技術を考察す
るための教材を出版することに注力し、社会的議論のためのプラットフォームを構築することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

技術は人間の誕生以来、人間の生活の便利さや豊かさの向上に密接に関連してきたが、現代ほ
ど人間の営みを規定し、また社会のあり方に大きな影響を与える時代はない。近年では、技術が
もたらす具体的な倫理的問題だけでなく、技術がもたらす哲学的問題についてもさかんに議論
されている。とりわけロボットや人工知能など、近い将来に実用化が期待されている技術
（emerging technology）についてはその考察が社会的にも要請されている。 

本研究が注目したのが、技術が身体にもたらす変容である。技術は現在どのような変容を身体
にもたらし、その変容は人間・社会にとってどのような意味をもつのだろうか。この問いを考察
する端緒として、特に（i）自己と身体の変容、（ii）社会的コミュニケーションにおける身体の
地位の変容、（iii）人工物と身体の関係の変容に注目した。たとえば、自分自身の身体的データ
などを測定・記録する技術は、量化された自己（quantified self）と呼べるような新しい自己の
捉え方や身体とのかかわり方をもたらし（i）、社会的行動としての身体接触を媒介する技術
（mediated social touch）が社会的コミュニケーションにおける身体の役割を変えている（ii）。
また、ヒューマノイドロボットの開発などによって、技術に対して抱く親密さ（intimacy）の概
念が変容し、そのことが自らの身体と人工物との関係をめぐっても何らかの変容をもたらして
いると考えられる。 

 

２．研究の目的 

本研究は、以下の目標の達成を目指した。 

（1）技術が身体にもたらす変容を考察するための技術哲学的視点を提示すること 

この変容の意味を吟味するための視点が技術哲学の領域において十分に練り上げられている
とは言い難い。その練り上げのために注目したのが「親密さ（intimacy）」という概念である。
この概念に技術が及ぼしている影響に注目することによって、技術による身体の変容の意味を
吟味する視点を得られると考えた。具体的には、「技術に対して抱く親密さ」（intimacy towards 

technology）、「技術を介して抱く親密さ」（intimacy through technology）、「技術を介して抱く
自分自身の親密さ」（intimacy with myself through technology）という 3 点から新たな事態を
考察することの可能性を検討した。 

（2）具体的な事例について社会的提言を行うこと 

本研究は、技術哲学という一分野における研究の進展を目指すだけではなく、その成果を実践
的に活用することを目指した。具体的には、（1）で練り上げられた哲学的視点をもとに、医療ケ
ア、社会的接触、テレプレゼンス、人工空間・環境などの具体的場面に即して影響を考察して、
身体に変容を及ぼしうる技術のあるべき姿について研究して社会的提言を行うことを目標とし
た。ただし、研究を進める過程で、人工知能の目覚ましい発展などもあり、そうした技術を考察
するための教材を出版することに注力した。すなわち、社会的提言の形ではなく、問題を検討す
るための教材を出版することによって、社会的議論のプラットフォーム構築を目指した。 

（3）技術を考察するための新しい教材を開発すること 

本研究では、身体の変容をもたらしうる技術を中心に、人工知能、機械学習、持続可能性など、
技術哲学に関連するさまざまな教科書や研究書の出版を目指した。 

 

３．研究の方法 

2019 年度以降、以下のような方針の下で研究を進めた。ただし、研究成果で具体的に述べる
とおり、新型コロナウイルス蔓延の影響のために、2 年間期間を延長することとなった。 
2019 年度は「身体の変容を吟味するための理論的考察と次年度の予備的考察」を目標とした。

具体的には、第一に身体の変容をめぐる技術哲学的視点の確立を目指した理論的考察を進める
こと、第二に理論的考察について国際学会での発表と国際的な研究会を実施すること、第三に社
会的提言に向けた予備的考察を進めることを目標とした。 
2020 年度は、第一に検討が遅れていた社会的提言に向けた予備的考察、第二に社会的提言に

向けた国際的検討、第三に技術哲学に関連した教育の調査を目標とした。 
2021 年度は、第一に社会的提言のとりまとめとその国際的検討、第二に新しい教材作成、第

三に最終的な成果の発表を目標とした。 
2022 年度は、研究期間を延長した年度であり、2021 年度に引き続き、第一に先端技術に関す

る社会的提言の検討、第二に新しい教材作成、第三に成果の国際的発信と国際的ネットワークの
拡大を目標とした。 
2023 年度は、最終的な成果の発信と国際的ネットワークの拡大を目標とした。 

 
４．研究成果 
2019 年度は、第一に、ロボット技術などを具体的事例として取り上げながら、これまであま

り哲学的に考察されることのなかった「親密さ」（intimacy）という概念を考察することの重要
性を明らかにした。また、身体の変容という視点を軸に人間と人工物との関係を検討することに



よって、ユーザーエクスペリエンスのあり方の捉え直しなど、ヒューマンインタフェースの領域
における問題との接点も明らかにした。 
第二に、金光が米国で開催された Society for Philosophy of Technology（5 月）、Society 

for Social Studies of Science（9 月）の研究大会で発表するとともに、Workshop “Japanese 
Philosophy of Technology -- Past and Present”を東京で他の科研費と共催し、議論を深める
ことができた。しかし、具体的事例についてメンバーと議論するために、研究会を 2020年 3 月
24 日に金沢で開催することを予定して実際にプログラムも作成していたが、新型コロナウイル
ス蔓延の影響のために中止を余儀なくされたため、社会的提言に向けた予備的考察は遅れるこ
ととなった。 
2020 年度は、第一に、理論的研究を進める中で身体とインフラという人工物の関係を考察す

ることの重要性が明らかとなり、それに関する研究会を実施し、経験の基盤としての人工物とい
う新しい視点を得ることができた。また、テレプレゼンスが人間・社会に与える影響に関する研
究を進めることができた。 
第二に、金光がそれぞれオンライン上で開催された The Forum on Philosophy, Engineering 

and Technology 2020、The Philosophy of Human-Technology Relations Conference 2020で発
表し議論を深めるとともに、これをきっかけとして、European Society for Engineering 
Education の Ethics Special Interest Group が発行するニュースレターに技術倫理に関する論
考を寄稿するなど、技術哲学の国際的ネットワークの拡大につながる活動を実施することがで
きた。また、日本の視点を国際的に発信するために、本科研費メンバーが中心となって日本の技
術論に関するシンポジウムを日本科学史学会で実施した。 
第三に、調査の結果、AI の倫理学に関する教育がさまざまな形で実施されつつあることが明

らかとなり、本科研費のメンバーが中心となり、技術哲学者が執筆した AI 倫理学に関する著作
を翻訳することができた。 
2021 年度は、第一に、テレプレゼンスが人間・社会に与える影響に的を絞って研究を進めた。

研究を進める過程でヒューマンインタフェースを専門とする工学者とネットワークを構築する
ことができた。そうした共同研究が進む中で、デザイナーの意図とユーザーの身体性の関係や誤
使用の問題など、さらに検討すべき論点が明らかになった。 
第二に、2020 年度に出版した AI の倫理学に関する翻訳書に加えて、さらに翻訳すべきと考え

られる AI の倫理学に関する著作を見出し、翻訳の準備に着手することができた。2020 年度に出
版した翻訳書に関連して、金光がオーガナイザーとなり、鈴木も参加する形でシンポジウム「AI
の倫理学─その問題圏の検討」を開催することもできた。また、直江が科学技術社会論の教科書
の出版にかかわったこと、鈴木が科学論に関する重要文献の翻訳書を出版したこと、寺本が環境
倫理に関する重要文献の翻訳書を出版したことも 2021 年度の成果である。 
第三に、これまでの教育実践に基づいて国際共著論文を複数出版できたことは大きな成果で

ある。ただし、新型コロナウイルス蔓延の影響のため、国際的な場での対面のやり取りが一切で
きず、当初は本年度が最終年度の予定であったが、研究期間を延長し、国際学会の場を利用した
成果の国際的検討や国際的ネットワークの拡大を進めることにした。 
2022 年度は、第一に、メンバーがそれぞれの視点から研究を進めると同時に、研究会を 2 回

開催してその内容を検討することができた。なお、第 1 回は人工知能、第 2 回は監視のテクノロ
ジーをテーマとした。 
第二に、2021 年度に引き続き、AI に関する新しい著作の翻訳の準備を進めた。さらに、技術

哲学はもちろんのこと、機械学習、災害対策、持続可能性など、技術に関連するさまざまなテー
マの教科書の出版にかかわることができたことも大きな成果である。 
第三に、本科研費のメンバーを主要な実行委員として、国際技術哲学会（Society for 

Philosophy and Technology）の東京開催を誘致することに成功した。新型コロナウイルス蔓延
の影響が続いていたため、研究期間を再延長し、国際技術哲学会の場などを活用しながら、成果
の国際的発信と国際的ネットワークの拡大を試みることとした。 
2023 年度は、第一に、世界技術哲学会（Society for Philosophy and Technology）の研究大

会の東京開催を支援するとともに、その大会において最終的な成果発表を行った。世界技術哲学
会は、技術哲学に関する国際学会として、世界中の技術哲学者が参加している。新型コロナウイ
ルス蔓延の影響から、2021 年にフランス・リールで開催された研究大会はオンラインでの開催
となったが、今回は久しぶりに対面での開催となった。この大会運営に、直江が実行委員長、金
光が実行副委員長を務めるなど、本科研費のメンバーが数多く実行委員として参加し、日本の技
術哲学の議論を世界に発信するとともに、技術哲学の国際的ネットワークをより強化すること
ができた。また、本大会を契機に、日本の若手研究者が国際的な技術哲学の議論に参画すること
を支援することができた。さらに、本大会において、金光が本科研費の最終的成果の一部として、
技術哲学と技術者倫理の統合の必要性を発表し、その意義を国際的に確認することができた。 
第二に、これまでの研究成果の一部を著作として出版した。本科研費では、技術哲学に関する

教材を開発することを目的の一つとして掲げ、これまで、AI に関する重要な書籍の翻訳書を出
版するなどしてきた。2023 年度は、これまでの研究成果をもとに、金光が『技術の倫理への問
い：実践から理論的基盤へ』（勁草書房』を出版した。この著作は、これまで日本で盛んに実施
されてきた技術者倫理教育を出発点として、その意義や課題を指摘しながら、技術哲学の必要性
を論じたものであり、技術に関する教養教育の内容を検討したり、技術哲学の教材を開発したり



することに大きく寄与すると考えられる。（なお、本書は法政大学人間環境学会の出版助成も得
たものである。） 
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 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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